平成28年１月12日一部改正
平成28年4月14　日一部改正

  （別記様式８）持続性の高い農業生産方式の導入計画実施状況報告                               

	農作

物名
	収　量
	実施状況
	資材の使用

の量・回数
	導入計画の内容
	資材の使用

の量・回数
	

	
	取組状況

kg/10a


	有機質資材施用技術

□たい肥等の施用　　月

□緑肥のすき込み　　月

資材名(又は商品名)

：　　　　　　　ｔ

主原料：

N：　%（現物）

C/N比：
	回/　年

ｔ/10a

kgN/10a


	有機質資材施用技術

□たい肥等の施用　　月

□緑肥のすき込み　　月

資材名(又は商品名)

：　　　　　　　ｔ

主原料：

N：　%（現物）

C/N比：
	回/　年

ｔ/10a

kgN/10a


	

	
	
	化学肥料低減技術

使用化学肥料名：【注７】

□局所施肥　　【注3】

＜点滴・条・溝＞施肥

資材名(又は商品名)

：       kg  N： %

□肥効調節型肥料【注3】
＜被覆・緩効性・硝酸化成抑制＞肥料
資材名(又は商品名)

：　　   kg　N： %

□有機質肥料

資材名(又は商品名)

：　　   kg　N： %

主原料：

有機率：   %

□有機質資材成分考慮
	総量

kgN/10a

うち

化学肥料

kgN/10a


	化学肥料低減技術

使用化学肥料名：【注７】

□局所施肥　　【注3】

＜点滴・条・溝＞施肥

資材名(又は商品名)

：       kg  N： %

□肥効調節型肥料【注3】
＜被覆・緩効性・硝酸化成抑制＞肥料
資材名(又は商品名)

：　　   kg　N： %

□有機質肥料

資材名(又は商品名)

：　　   kg　N： %

主原料：

有機率：   %

□有機質資材成分考慮


	総量

kgN/10a

うち

化学肥料

kgN/10a


	

	
	作　付

時　期

月　旬
～
月　旬

	
	土壌の性質

壌　質

粘　質

砂　質

れき質
	
	土壌の性質

壌　質

粘　質

砂　質

れき質
	

	
	目標

kg/10a


	化学合成農薬低減技術
□温湯種子消毒
□機械除草　　　回
□除草用動物
□生物農薬
　資材名(又は商品名)
　：【注4】　　　回
□対抗植物
　植物名：
□抵抗性品種・台木
　品種・台木名：
□天然物質由来農薬利用技術
　資材名（又は商品名）
　：【注４】　　　回
□熱利用土壌消毒
□光利用技術   【注８】
　技術名：   
□被覆栽培　網目：  　mm
□フェロモン剤
　資材名：　　　　回
□マルチ栽培
□土壌還元消毒
	総回数

回

うち
化学合成農薬
回


	化学合成農薬低減技術
□温湯種子消毒
□機械除草　　　回
□除草用動物
□生物農薬
　資材名(又は商品名)
　：【注4】　　　回
□対抗植物
　植物名：
□抵抗性品種・台木
　品種・台木名：
□天然物質由来農薬利用技術
　資材名（又は商品名）
　：【注４】　　　回　　
□熱利用土壌消毒
□光利用技術  【注８】
　技術名：
□被覆栽培　網目：  　mm
□フェロモン剤
　資材名：　　　　　回
□マルチ栽培
□土壌還元消毒
	総回数

回

うち
化学合成農薬
回


	

	
	作　付

時　期

月　旬
～
月　旬
	
	
	
	
	


  （農林水産事務所記入欄）                                                                  
  　有機質資材施用技術に関する実施状況評価：　　　　　　                                           化学肥料低減技術に関する実施状況評価：                                                  
  　化学合成農薬低減技術に関する実施状況評価:                                                    
    その他意見                                                                                                                                                       
  ※記載内容は、別記様式１の生産方式の内容に準ずる。
